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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第３四半期 28,173 △3.4 783 △23.5 660 21.5 390 88.8

28年３月期第３四半期 29,165 5.6 1,025 27.6 544 △43.8 207 △53.3
(注) 包括利益 29年３月期第３四半期 △716百万円( －％) 28年３月期第３四半期 84百万円(△91.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第３四半期 26.11 －

28年３月期第３四半期 13.83 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期第３四半期 38,686 15,021 38.1 983.16

28年３月期 41,188 15,907 37.8 1,038.85
(参考) 自己資本 29年３月期第３四半期 14,722百万円 28年３月期 15,556百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

29年３月期 － 0.00 －

29年３月期(予想) － －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

平成29年３月期（予想）期末配当金は、現時点では未定とさせていただきます。
　
　　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,100 △4.1 640 △38.7 620 19.8 480 180.0 32.05
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期３Ｑ 15,533,232株 28年３月期 15,533,232株

② 期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 558,917株 28年３月期 558,707株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 14,974,504株 28年３月期３Ｑ 14,976,813株

　　
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算
短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しました。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件および業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、【添付資料】２ページ「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、全体としては緩やかに回復していますが、欧州では英国のＥＵ

離脱問題を抱え、米国では新大統領の誕生による政策変更の影響が懸念され、中国経済や新興国経済の景気低迷が

続くなど、不透明感が増しています。

一方、日本経済においては、輸出や鉱工業生産が緩やかに回復し、個人消費も持ち直しが見られますが、急激な

為替変動に見舞われるなど先行き不透明な状況が続いています。

このような状況のもとで、当社グループはグローバル市場で積極的な販売活動を行ってまいりました。その結果、

当第３四半期連結累計期間における売上高は、28,173百万円と前年同期と比べ992百万円の減少(前年同期比3.4％

減)となりました。営業利益は783百万円と前年同期と比べ241百万円の減少(前年同期比23.5％減)、経常利益は660

百万円と前年同期と比べ116百万円の増加(前年同期比21.5％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は390百万円

と前年同期と比べ183百万円の増加(前年同期比88.8％増)となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

① 輸送機器用事業

輸送機器用事業においては、新規立上げ品の貢献により欧州の販売が増加となり、欧州向け輸出の好調な中国

の販売や東南アジアの販売は増加となりましたが、北米の販売が減少したことや、為替の影響による目減りなど

から輸送機器用事業の販売は微減となりました。

その結果、売上高は20,620百万円と前年同期と比べ295百万円の減少(前年同期比1.4％減)となり、セグメント

利益は666百万円と前年同期と比べ324百万円の減少(前年同期比32.7％減)となりました。

② 一般産業用事業

一般産業用事業においては、昇降・運搬業界向け等の販売は増加となりましたが、変・減速機業界向け等の販

売は減少となり、ＯＡ機器業界及びモーター業界向け等の販売は横ばいとなりました。

その結果、売上高は6,746百万円と前年同期と比べ477百万円の減少(前年同期比6.6％減)となり、セグメント損

失は42百万円と前年同期と比べ22百万円の損失の増加(前年同期は20百万円のセグメント損失)となりました。

③ その他

その他では、売上高が805百万円と前年同期と比べ220百万円の減少(前年同期比21.5％減)となりました。セグ

メント利益は22百万円と前年同期と比べ83百万円の減少(前年同期比78.9％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、流動資産は主に、現金及び預金の減少等により25,877百万

円(前期末比1,868百万円減)となりました。固定資産は主に、有形固定資産の減少等により12,809百万円(前期末比

633百万円減)となりました。その結果、資産合計は38,686百万円(前期末比2,502百万円減)となりました。

負債につきましては、流動負債は主に、短期借入金の減少等により18,378百万円(前期末比820百万円減)となり、

固定負債は主に、長期借入金の減少等により5,286百万円(前期末比794百万円減)となりました。その結果、負債合

計は23,665百万円(前期末比1,615百万円減)となりました。

純資産につきましては、為替換算調整勘定の減少等により15,021百万円(前期末比886百万円減)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では、平成28年５月13日に公表いたしました平成29年３月期業績予想に変更ありません。ただし、今後の

経営環境を踏まえ、業績予想の修正が必要である場合は、適時に開示してまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第２四半期連結会計期間において、オグラクラッチ・マ

レーシアSDN.BHD.は清算結了したため、連結の範囲から除外しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　会計方針の変更

　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,790 6,848

受取手形及び売掛金 10,213 10,789

商品及び製品 3,438 2,646

仕掛品 3,118 2,844

原材料及び貯蔵品 2,058 1,950

繰延税金資産 261 143

その他 971 761

貸倒引当金 △106 △107

流動資産合計 27,745 25,877

固定資産

有形固定資産 11,268 10,350

無形固定資産

その他 338 293

無形固定資産合計 338 293

投資その他の資産 1,835 2,164

固定資産合計 13,443 12,809

資産合計 41,188 38,686

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,249 7,858

短期借入金 9,222 8,783

未払法人税等 84 82

賞与引当金 306 82

その他 1,336 1,571

流動負債合計 19,199 18,378

固定負債

長期借入金 4,359 3,506

繰延税金負債 244 302

役員退職慰労引当金 605 647

関係会社整理損失引当金 144 139

退職給付に係る負債 81 83

資産除去債務 18 18

その他 627 588

固定負債合計 6,081 5,286

負債合計 25,280 23,665
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,858 1,858

資本剰余金 1,844 1,844

利益剰余金 11,650 11,891

自己株式 △348 △348

株主資本合計 15,005 15,246

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 385 636

為替換算調整勘定 327 △1,056

退職給付に係る調整累計額 △162 △103

その他の包括利益累計額合計 551 △524

非支配株主持分 351 299

純資産合計 15,907 15,021

負債純資産合計 41,188 38,686
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 29,165 28,173

売上原価 24,117 23,573

売上総利益 5,047 4,599

販売費及び一般管理費 4,022 3,816

営業利益 1,025 783

営業外収益

受取利息 16 17

受取配当金 27 30

不動産賃貸料 53 53

その他 104 73

営業外収益合計 202 175

営業外費用

支払利息 157 124

手形売却損 4 3

為替差損 454 115

その他 66 54

営業外費用合計 683 298

経常利益 544 660

特別利益

固定資産売却益 － 98

国庫補助金 52 －

特別利益合計 52 98

税金等調整前四半期純利益 596 759

法人税、住民税及び事業税 245 278

法人税等調整額 113 63

法人税等合計 358 341

四半期純利益 238 417

非支配株主に帰属する四半期純利益 31 26

親会社株主に帰属する四半期純利益 207 390
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

四半期純利益 238 417

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 24 250

為替換算調整勘定 △205 △1,443

退職給付に係る調整額 27 58

その他の包括利益合計 △153 △1,133

四半期包括利益 84 △716

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 54 △684

非支配株主に係る四半期包括利益 30 △31
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計

輸送機器用事業 一般産業用事業 計

売上高

外部顧客への売上高 20,915 7,223 28,139 1,026 29,165

セグメント間の内部売上高
又は振替高

41 4 46 － 46

計 20,957 7,228 28,185 1,026 29,211

セグメント利益又は損失（△） 991 △20 971 106 1,077

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、防災関連業界向け等の輸送機器用

事業および一般産業用事業以外の事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 971

「その他」の区分の利益 106

内部取引消去 △48

棚卸資産の調整 △23

減価償却費の調整 21

全社費用(注) △1

四半期連結損益計算書の営業利益 1,025

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計

輸送機器用事業 一般産業用事業 計

売上高

外部顧客への売上高 20,620 6,746 27,367 805 28,173

セグメント間の内部売上高
又は振替高

49 4 54 － 54

計 20,670 6,751 27,422 805 28,228

セグメント利益又は損失（△） 666 △42 624 22 646

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、防災関連業界向け等の輸送機器用

事業および一般産業用事業以外の事業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 624

「その他」の区分の利益 22

内部取引消去 △39

棚卸資産の調整 172

減価償却費の調整 4

全社費用(注) 0

四半期連結損益計算書の営業利益 783

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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